「新年に思うこと」
社会福祉法人　福岡市手をつなぐ育成会　理事長　花田敏秀
新年明けましておめでとうございます。今号は「新年の抱負」ということになっています。のちほど各事業所管理者が新年の抱負を述べさせていただきますが、その前に年頭にあたってふさわしくないテーマかもしれませんが、正月休みに読んだディヴィット・ガーランド　小田　透　訳　「福祉国家」という最近出版された本がありますので少しレビューさせていただきます。この本では福祉の考えや施策が起こってきた背景、その発展、現在の状況が書かれ、なぜかくも福祉は一部の人たちから標的にされて来たかが書かれています。その攻撃にさらされながらもアメリカを始めおよそ先進国と言われる国で濃淡の違いはあれども福祉施策がない国がないのはなぜなのかを解き明かしています。詳しくは本を読んでいただきたいのですが、一言でいえば民主主義国家（普通選挙で選ばれた人が政府を構成するという制度）を護るための保険としての機能を持っているからです。（年金、医療、労災、雇用、介護、福祉）の機能が私たちの国からなくなったと想像したら、国民のほとんどの人が明日からでも困ることになります。国民のほとんどが福祉の恩恵を何らかの形で受けています。ですから民主主義・資本主義・自由主義を護るために福祉があるというのが本質だと著者は述べています。アメリカの前大統領で新自由主義者のトランプ氏でさえ、新型コロナ対策として、失業給付の上乗せ等の多額の給付金を国民に配布しています。この本は福祉を擁護するというよりもその機能や本質を書いているのです。詳しくは是非読んでいただきたいと思います。
昨今、無差別殺人事件が頻発しています。何年か前には「津久井やまゆり園事件」という知的障がい者を多数殺傷する事件もありました。これらの事件に共通するのは他罰的な、他者への一方的憎悪です。「障害を持つのが悪い」「幸せそうにしているのが悪い」「そこで働いていたのが悪い」「果てはその場にいたのが悪い」。どうしてこのような理不尽な感情がわいてくるのか、他者への激しい憎悪がわいてくるのか、これまでにない理解しがたい異常な社会風潮であるのは間違いのないところだと思います。それぞれの事件には背景があるのでしょうが共通しているのは加害者が死刑を望んでいるという確信犯であること、裕福そうに見えない人、人生や社会に絶望していることです。文化的な背景もあるのですが、実は日本は自殺者が多い国でも知られています。しかし最近、自責的な自殺者は減少傾向にあるのですが、反対にこうした他責的な犯罪が増えています。頻回にカスタマーハラスメントを起こす人も増えています。いろいろな要因があるのでしょうが、新自由主義の思想の中の他責的な部分の影響もその一因だと私は思います。「自由競争で勝てないのは本人の責任であり、その苦境を税金で救うのはお門違いだ」と新自由主義者は主張します。だから福祉は怠惰な人を作るだけの税金の無駄遣いで、できるだけ少なくあるいはなくした方が良いと結論付けます。本当にそうでしょうか、富める人、自由競争の勝利者がそのまま勝利者でいられるのは実は民主主義・資本主義・自由主義を護ってきた福祉のおかげなのです。だいいち福祉をなくして、治安が悪くなれば警察官や刑務官を増やさざるを得ず、結局多額の税金がいることになります。人々がたとえゆるくではあっても、連帯して社会を構成していくためには福祉という保険を手放さない方が良いのではないかと先ほど紹介した本を読んでより強く思ったところです。
さて、紙幅がなくなってしまいました。今年の抱負を述べさせていただきます。昨年アクションプラン2030を発表しました。不十分なところがたくさんあるのですが、このプランの実行を確実に行っていきたいと思います。
法人理念を改めて紹介します。１、当事者・家族の願いを大事にして、職員を含む関係者一人ひとりを大切にした運営に努めます。２、人生の主人公として、障がいのある人がその人なりの生き方や生きがいを作り尊厳を持った暮らしができるよう支援します。３、障がい者団体を始め他の機関との連携を図り、地域に開かれた取り組みを行います。４、新しい道を切り開いていくために学ぶ機会を大切にします。
本年もご指導、ご協力よろしくお願いします。
